　２０　　年　　月　　日提出　
(様式1)科学研究費助成事業支出願
	研究種別
（該当するものにチェックし
必要事項を記入）
	□科学研究費（　　　　　　　　　　）　□科研費分担金（代表者名　　　　　　　　　）
□特定個人研究費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□私立大学戦略的研究基盤形成支援事業＜大型研究＞（代表者名　　　　　　　　　　　）
□学内研究費（　重点研究　　特別研究　　大学院共同　　新領域・若手　　　　　　　）
□受託・共同研究　　□学術研究奨励寄付　　□研究助成
　（企業・機関名等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□政策経費（　　　　　　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　　　）


□　　　　　　　学部・研究科　　□メディアサイエンス研究所　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　
【科学研究費】　　　　　　　　　　　【特定個人研究費】または
（ □ 直接経費　）　 　　 　　　　　　【科学研究費以外の研究費】
	費   目
	件数
	業者払
	立替払

	
	
	金　額(円)
	金　額(円)

	機器備品
(20万円以上)
	
	
	

	図　 書 　費(3万円以上)
	
	
	

	準備品
(5~20万円)
	
	
	

	設置場所
	

	消耗品
(5万円未満)
	
	
	

	特定個人研究費の学会費（非課税）・参加費
	
	
	

	旅費交通費
	
	
	

	兼務職員人件費（謝費）
	
	
	

	支払手数料
	
	
	

	印刷製本費
	
	
	

	業務委託費
（特定個人不可）
	
	
	

	郵便費
	
	
	

	運搬費
	
	
	

	賃借料
	
	
	

	修繕費
（特定個人不可）
	
	
	

	合　計
	
	
	


	費   目
	件数
	業者払
	立替払

	
	
	金　額(円)
	金　額（円）

	設備備品
	
	
	


	消耗品 
	
	
	

	国内旅費
	
	
	

	外国旅費
	
	
	

	謝費
	
	
	

	その他
	
	
	

	合　計
	
	    　  
	　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ □ 直接経費　）　

　　　　　　　　　　
	承認
	担当者

	
	 　　 


　　　　　　　　　　
	受付年月日　　　　　　　　　

	 　　年　　月　　日


　　　　　　　調　達 願　い　
申請者　　　　　　　学部・研究科　　氏名　　　　　　　　　印
事務局からの支払いを希望する物品等の詳細を記入してください。
立替払の場合には記入不要です。
	調達理由

（研究課題において

どのような目的で調達が必要なのかを記入）
	

	機器備品

（1件または

1組1万円以上）
　　　　　　　　　

	品　名
	
	数　量
	

	
	メーカー・

規格・型式
	

	
	納入

／設置場所
	　　　　階　　　　室



	
	付帯工事
	有　・　無
＊有の場合は事前に

　ご相談ください。
	予算額
	円

	機器物品
以外A
　（1件または

1組1万円以上）

	品　名
	
	数　量
	

	
	メーカー・

規格・型式
	

	機器物品
以外B
　（1件または

1組1万円以上）

	品　名
	
	数　量
	

	
	メーカー・

規格・型式
	

	希望納期
	年　　　　　　　月　　　　　　　日


※物品の購入申請の場合には、製品カタログも提出してください。
※品目が多数にわたる場合には、請求書および見積書添付でも可とします。
	承認
	担当者

	
	 　　 


配　置　図

	設置場所
	

	使用責任者
	学部・研究科　

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【付帯工事の内容】


　　　　　特になし。




※検収・監査の際に、他の物品と見分けがつくような、室内の簡単な配置図をお書きください。

【　例　】

	　
	　←パソコン
	　

	　
	
	机

	　
	
	　

	　
	
	　

	ロッカー
	
	　

	
	
	　

	
	
	　

	
	
	　

	　
	　
	

	



添　付　書　類

添付すべき書類は、次の通りです。 

	1点当たり物品の購入額（税込）
	添付すべき書類

	１００万円以上
	３社以上の「見積書」
最も安価な額を提示した業者の「請求書」
産学官連携センターの検収印が押された「納品書」

	２万円以上１００万円未満
	２社以上の「見積書」
最も安価な額を提示した業者の「請求書」
産学官連携センターの検収印が押された「納品書」

	１万円を超え、２万円未満
	「請求書」「納品書」

	１万円以下
	「領収書」（又は「請求書」）「納品書」


（注意事項）
①1点当たり２０万円以上の物品（備品）の購入及び（金額の多寡に係らず）図書の購入に際しては､寄附の申請を行ってください。
②「請求書」には、振込先の金融機関口座・種別・口座番号・口座名義・口座名義のフリガナを明記してください。
③１万円以下の物品の購入で、領収書を添付する場合、領収書の但し書きの欄を詳細に記載してください。「お品代」など、何を購入したか不明な領収書は認められません。また、領収書の宛名は、「デジタルハリウッド株式会社　○○○○（研究者氏名）」とすることが望まれます。
④１万円以下の物品の購入で、「納品書」を取り寄せることができず添付できない場合でも、「領収書」（レシート）に購入した物品の明細の記載があれば可とします。ただし、「領収書」（レシート）に明細の記載が無い場合は、手書きで明細を記入の上、購入した物品の納品検査（検収）を行います。
⑤証憑類は、左余白を３㎝ほど空けたＡ４判（縦）の用紙に糊付けし、支出願に添付してください。証憑がＡ４サイズの場合は、糊付けする必要はありません。そのまま、支出願に添付してください（個人研究費の証憑類の綴じ方と同様です。）。
⑥同内容の支出が数件あり、１通の支出願にまとめられる場合は、用紙節約のため、まとめて提出してください。
事務への連絡事項




















原則、業者特命はしないことになっているので業者特命は要相談でおねがいします。








